
 

 

 

 

 

 

デジタルアーカイブのカリキュラムを考える（２） 

 ～大学でのデジタルアーカイブ教育～ 

デジタルアーカイブ教育研究会 

１．初期のカリキュラム 

 デジタルアーカイブの初期のカリキュラムの多くは、

ロードマップ方式（デジタルアーカイブ推進協議会）の

ように資料の収集、記録、デジタル化、保管、流通、利

活用の流れに対応し構成されている。デジタル・アーキ

ビスト資格委員会（事務局 NPO 法人地域資料情報化

コンソーシアム、現在の NPO 法人日本アーカイブ協

会）では、表のようにデジタル・アーキビストに求めら

れる能力としていた。 

（水嶋英治. “デジタル・アーキビストの人材養成”.デジ

タルアーカイブ白書 2005. デジタルアーカイブ推進協

議会. 2005,p.123 より） 

 また、岐阜女子大学は文部科学省の大学教育支援プロ

グラム（GP）「デジタル・アーキビストの養成」に選定

され、専門的な技能を持つ総合的な人材の育成を特色と

して、デジタル・アーキビスト養成のカリキュラムを提

案した。（「デジタル・アーキビスト資格認定機構の初期資料（2006 年）」岐阜女子大学文化

情報研究センター……岐阜女子大学や日本アーカイブ協会の HP にあり。） 

そこでは、デジタル・アーキビストに求められる要件として、図に示す３領域を設定した。

これを基礎にして。コア・カリキュラムと関連科目で合計 32 単位のデジタルアーカイブ養

成カリキュラムを構成した。 

 

２．デジタルアーカイブの発展にともなう改定の必要性 

 しかし、その後、収集、保管、流通、利活用、権利処理等

のデジタルアーカイブの発展に対し、新しい項目の追加程度

の変更で終わっていた。このように、現在の発展に対応した

カリキュラム構成の大きな改訂が必要となってきた。また、

社会的背景も含め、他からも改訂の指摘がされている。 

-2005 年当時- デジタルアーカイブ白書より 

デジタル・アーキビストに求められる能力 

出典：デジタル・アーキビスト資格委員会 
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 そこで、ぜひ、関係者の協力を得て、まず、コア科目（分野）を設定し、次に学習者の状

況、各専門関連分野、デジタルアーカイブの発展等を配慮し関連科目を設定する。 

 

３．デジタルアーカイブ関係科目のカリキュラムの構成について（沖縄・岐阜） 

 初期のカリキュラムに対し、沖縄、岐阜では次のような大学教育のコア・カリキュラムの

試案を検討した。（ぜひ、各方面から意見を出していただき、カリキュラムを構成したい） 

デジタルアーカイブのコア・カリキュラムと関連分野の試案（2020.9、G） 

 

 基礎学修とコア・カリキュラムの科目について学習内容の構造化とその系列化を再検討

し、 

①教育目標の改訂タキソノミーと学習内容のアセスメントと達成目標の設定 

②テキスト、e-learning 等の作成および関連資料、教材、学習材等のデジタルアーカイブ化 

③達成目標に対応した評価問題の作成等をする。 

 資格取得の場合は、デジタル・アーキビスト資格認定機構で作成されたカリキュラム(認定評価含む)提

供資料を使う。 

 教育のコア・カリキュラムの基礎として、高校生、社会人の文化、情報活用能力等の学び

の状況を配慮し、基礎科目や導入（入門）テキストを作成する。 

また、著作権者、プライバシー等権利の新しい課題、データ通信の高速化、記録容量の増

による管理、流通、保管システムの整備、新しい収集記録方法、政策・経営・運営・開発方

法・組織、運営、さらに、知的処理、知的創造と新しい文化の創作、さらに世界各国による

情報統制、知識管理等に対応した科目の設定を検討する。 

（お願い）コア・カリキュラムの科目名等、案があればぜひ、お知らせください。（また、内容校正もよろしく） 
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